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4月度理事会の概要

情  報
◎消防庁告示第 7号 (官報第 6022号 )平成 25年 4月 9日
総務省告示第 189号 ～ 191号 (官報第 6028号 )

平成 25年 4月 17日
総務省告示第 209号 (官報第 6039号 )平成 25年 5月 7日

・・・        5
◎東京消防庁新指針 (日 本経済新聞)平成 25年 4月 19日
高層マンションの火災避難、非常エレベータ利用を ・・・  6

◎総務省消防庁 (朝 日新聞)平成 25年 5月 12日
防火に新 「安全マーク」、消防の審査復活、対象施設を拡大

・・・   7

事務局だより

・組合の主な予定

・組合員情報

・共済制度について

・注文は今後もFAXで



4月 度理事会の概要

開催 日時 : 平成 25年 4月 26日 (金)14時 00～ 16時 00分
開催 場 所 :  日本防災設備協同組合事務局

文京区本郷 1-15-6
理事総数 :  10人
出席役員数 :   9人

(1)理事長挨拶
お忙しい中、理事会に参集いただきありがとうございます。

それでは、只今から4月 度理事会を開催します。宜しく、お願い

します。

(2)業務報告

① 事務局運営・渉外

・ 4月 18日 (木 )
。4月 23日 (火 )平成 24年度決算に関する会計監査実施。
・第ど6回組合通常総会 (5月 23日 )ま でのスケジュールに
ついて確認。

② 広報

防災組合ニュース 4月 10日 号 発行。

③ 教育

新年度の教育事業の計画につて、関係者に打診調整中。

④ 福利厚生・企画

特になし。

⑤ 財務

売上は予算をほぼ達成したが、売上利益率が厳しく、残念なが



ら組合員出資に対 して配当をするには至らなかった。

⑥ 共同購買

・財務報告の通 り目標原価率確保が厳 しい状況であつた。このよ

うな中にあって、各位のご協力により売上 目標達成できたことを

感謝 します。

・共同購買アンケー トについて、設間に問題ありとのことで、

今回のアンケー トは見送 られた。

⑦ 開発

特になし。

③ 研究部会

・ 50周年記念事業の実施について賛否をとり、本理事会にて
実施することに決まった。

・記念事業の内容・進め方ついては引き続き検討する。

⑨ 青年部会

6月 21日 青年部総会の予定。

⑩ 防排煙設備検討委員会
。4月 11日 検討委員会実施。
・建築設計業界からの要望により実施予定の、同業界の若手への

講習会 (7月 )の 準備中。

① 支部運営促進
。4月 19日 (金 )東京第 3・ 千葉合同支部会開催
出席者 7名 。本部より広江副理事長、岡野事務局長出席。
平成 24年度会計報告並びに平成 25年度の支部活動について
話合いが行われた。

⑫ その他の事業

特になし。
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(3)議案の審議

第 1号議案 新年度予算案につて
藤岡財務担当が欠席のため、大塚専務理事より内容説明

があり、予算案は承認 された。

第 2号議案 新年度事業計画について
内容の一部変更 。文章の平易化など、意見はあつたが原

案通 り承認された。

第 3号議案  。平成 24年度共同購買事業協力会社、上位 10社 に感謝
状及び商品券を贈呈する。・・・承認。
・組合員の永年勤続 (9名 )に表彰状及び記念品 (商 品券
)を贈る。・・・承認。

第 4号議案 第 46回総会役割分担について決めた。

(4)そ の他
。次回理事会  6月 11日 又は 12日 (火 又は水 )

移動理事会 の場所等の計画担 当は広江副理事長 に

お願 いす る。



平成 25年 4月 度業務報告

・月 日 (曜)    ・内 容 等           ・来局理事等

3月 21日 (木) 3月 度理事会 (文京シビックセンター5階 B会議室)
業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長

3月 26日 (火) 業務決裁     ・・・ 大塚専務理事

3月 28日 (木) 業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長 (会社にて)

4月  8日 (月 ) 業務決裁     ・・ 。 大塚専務理事
防災組合ニュース (4月 10日 号)

4月  9日 (火) 業務決裁     ・・・ 藤岡副理事長 (会社にて)

4月 10日 (水) 第46回通常総会日の公告
(組合事務所掲示及び防災組合ニュースにて)

4月 11日 (木) 防排煙設備検討委員会 (於・文京区民センター)

4月 12日 (金) 小出会計事務所 (経営診断)

4月 18日 (木) 三役会議 (於・組合事務所)

4月 19日 (金) 東京第 3・ 千葉合同支部会 (於・上野東天紅)

4月 23日 (火) 会計監査 (於 。文京シビックセンター)

4月 26日 (金) 4月度理事会 (於・組合事務所)
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2日 日曜 日 朝 夢け下 :| 蘭 1892年 3月‖曰第3種瑯便物認可
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性
を
判
断
し
て
も
ら
う

に
は
、
施
設
側
の
自
主
点
検
を

前
提
と
す
る
現
行
制
度
の
見
直

し
が
必
要
と
判
断
。
小
規
模
施

設
も
対
象
と
し
、
防
火
戸
の
設

置
や
耐
火
構
造

へ
の
配
慮
な
ど

を
求
め
た
建
築
基
準
法
上
の
防

火
基
準
も
チ

エ
ッ
ク
す
る
、
新

制
度
の
導
入
方
針
を
決
め
た
。

新
た
な

マ
ー
ク
の
対
象
と
な

る
宿
泊
施
設
な
ど
は
、
収
容
人

数
３０
人
以
上
で
３
階
以
上
。
福

祉
施
設
も
対
象
と
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。
同
庁
の
専
門
家
の

検
討
部
会
で
協
議
し
て
い
る
新

制
度
案
で
は
、
施
設
側
が
建
築

士
ら
有
資
格
者
に
点
検
を
依
頼

し
た
う
え
で
、
各
自
治
体
の
消

防
署
な
ど
に
申
請
。
消
防
の
書

類
審
査
な
ど
で
建
築
基
準
法
や

消
防
法
に
基
づ
く
防
火
対
策
を

講
じ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
れ

ば
い
マ
ー
ク
が
交
付
さ
れ
る
。

旧
適
マ
ー
ク
制
度
は
、
１
９

８
０
年
に
４５
人
が
死
亡
し
た
栃

本

。
川
治
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
火

災
を
受
け
て
翌
８．
年
に
制
定
。

消
防
が
年
１
回
立
ち
入
り
検
査

を
し
、
消
防
法
や
建
築
基
準
法

上
の
防
火
基
準
を
満
た
し
て
い

る
施
設
に
マ
ー
ク
を
交
付
し
て

い
た
。

し
か
し
２
０
０
１
年
に
東
京

・
歌
舞
皮
町
で
、
日
童

マ
ー
ク

蹴

巫

↑

１０
月
か
ら
現
行
の
「
防
火
セ
イ

フ
テ
イ
マ
ト
ク
ト
制
度

（
防
火

対
象
物
定
期
点
検
報
告
制
度
）

を
導
入
し
た
「
　
　
一

こ
の
制
度
で
は
歌
舞
伎
町
火

災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
階
段
が
一

一
つ
し
か
な
い
雑
居
ビ
ル
の
飲

食
店
や
風
俗
店
と
い

っ
た
施
設

も
対
象
に
。　
一
方
で
、
福
山
の

よ
う
な
小
規
模
施
設
は
対
象
外

と
な
り
ヽ
消
防
の
審
査
を
簡
素

化
す
る
狙
い
も
あ

っ
て
、
旧
適

マ
ー
ク
が
検
査
対
象
と
し
た
建

築
基
準
法
の
防
火
基
準
を
要
件

か
ら
外
し
た
“

ま
た
、
施
設
に
よ
る
任
意
の

点
検
を
原
則
と
し
、
施
設
側
が

消
防
法
に
基
づ
い
て
ヽ
設
備
点

検
を
実
施
し
た
と
消
防
側
に
報

告
す
れ
ば
、
審
査
な
ど
を
経
ず

に
防
火
セ
イ
フ
テ
イ
マ
ー
ク
の

表
示
を
認
め
て
い
る
。

新

マ
ー
ク
制
度
に
は
、
施
設

側
の
申
請
に
疑
問
点
が
あ
れ
ば

消
防
が
立
ち
入
り
検
査
す
る
規

定
が
設
け
ら
れ
る
も
の
の
、
定

期
的
な
立
ち
入
り
検
査
に
つ
い

て
は
、
消
防
側
の
マ
ン
パ
ワ
ー

の
問
題
も
あ
り
、
盛
り
込
ま
れ

な
い
方
向
と
い
う
。

書ヽ
К
兼
可
、
建
日
ヨ
ン

日        ‐   i
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防
択
対
策
の
安
全
マ
‥
ク
制
度

輝τ凛
|■■1■■

|-2003一類

■
対
像
施
設
●
■
一

収容人員30人以
上かつ3階建て以
上の宿泊施設、
一定面積以上の

劇場、デパートなど

不特定多数カメリ用
する300人以上収
容の施設。屋内に

階段がひとつで地
下または3階以上
にある施設も対象

収容人員30
人以上かつ3

階建て以上
の宿泊施設
など

点
検
項
目

消防法と建築基準
法上の防火基準

消防法上の防火
基準

消防法と建
築基準法上
の防火基準

口
■
■
■



事 務 局 だ よ り

◎組合の主な予定

5月 23日 通常総会 (第 46回 )
6月 21日 青年部通常総会

'     ◎組合員情報
:       本社移転  (株)プロサス

新住所 〒162-0041
東京都新宿区早稲田鶴巻町519番地

早稲田松浦ビル 5階

TEL   03-5272-9994
FAX  03-5272-9797

◎共済制度にっいて

●消防設備保守 :点検・設置工事等の賠償責任保険 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。請負業者賠償責任保険 。生産物 (完成工事)賠償責任保険・
受託者賠償責任保険がセットになつた総合型の保険です。

●自動車共済制度 :

関東自動車共済共同組合と提携しています。

● 団体傷害補償制度 :

三井住友海上火災保険株式会社 (代理店・株式会社サンリビング)と提携
しています。

◎ ご注文は今後もFAXでお願いします。
組合員の皆様には、いつも FAXでご注文をいただき誠にありがとうござ
います。ご注文の商品名・数量等間違いのない納品をさせて頂くために、
ご注文は今後ともFAXでお願いいたします。
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